
（確認監査） 

令和６年度特定教育・保育施設等指導監査実施計画 

 

1. 実施方針 

子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）及び所沢市特定教育・保育施

設等指導監査実施要綱（以下、「実施要綱」という。）の規定等に基づき、効果的

な実施に努めるものとする。  

実施にあたっては、次の（1）～（5）の基準、通知等（以下「基準等」とい

う。）に定める特定教育・保育等の提供及び施設の運営に関する基準並びに施設

型給付費等の請求等に関する事項について周知徹底させるとともに過誤・不正

の防止を図る。 

 

(1) 子ども・子育て支援法第 33 条、45 条及び 58 条の 3 に定める設置者の責務  

(2) 所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例（平成 26 年条例第 42 号）  

(3) 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支

援施設等の運営に関する基準（平成 26 年内閣府令第 39 号）  

(4) 特定教育・保育、特別利用保育、特別利用教育、特定地域型保育、特別利

用地域型保育、特定利用地域型保育及び特例保育に要する費用の額の算定

に関する基準等（平成 27 年内閣府告示第 49 号）  

(5) 特定教育・保育等に要する費用の額の算定に関する基準等の制定に伴う実

施上の留意事項について（府政共生第 350 号・26 文科初第 1464 号・雇児

発 0331 第 9 号平成 27 年 3 月 31 日付け内閣府政策統括官（共生社会政策

担当）・文部科学省初等中等教育局長・厚生労働省雇用均等・児童家庭局長

連名通知） 

 

 

2. 指導及び監査の対象 

全ての特定教育・保育施設、特定地域型保育事業所及び特定子ども・子育て  

支援施設等から、毎年度選定する。  

今年度実施する対象施設は次のとおりとする。  

 



 

 

3. 指導及び監査の方法等  

(1) 指導 

①  集団指導 

ア 方法・時期  

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者については、年度当

初に開催する民間保育園等連絡会議の中で実施する。 

特定子ども・子育て支援施設等については、同時期に書面で実施す

る。 

 

イ 内容 

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者については、前年度

における指導監査の結果概要、今年度の重点ポイント、年間スケジュ

ール、指導監査の結果の公表等を周知する。  

特定子ども・子育て支援施設等については、制度の概要、年間スケ

ジュール、点検項目及び指導監査の結果の公表等を周知する。  

 

種類 対象施設  

指

導 

集団指導 
全ての特定教育・保育施設、特定地域型保育事業者及び特

定子ども・子育て支援施設等  

実地指導 

＜特定教育・保育施設＞  

市が選定する施設  

＜特定地域型保育事業者＞  

全ての事業者  

＜特定子ども・子育て支援施設等＞  

市が選定する施設  

監査 

必要と認める特定教育・保育施設、特定地域型保育事業者

及び特定子ども・子育て支援施設等に対し、適宜実施す

る。  



 

②  実地指導 

ア 方法 

施設・事業所ごとに指導するため、実地において関係書類の閲覧、

関係者との面談等により行う。  

特定教育・保育施設については、原則として埼玉県が実施する認可

制度に基づく指導監査（施設監査）に合わせて合同で実施する。  

特定地域型保育事業者については、児童福祉法第 34 条の 17 に基づ

く指導監査と一体的に実施する。  

特定子ども・子育て支援施設等については、できる限り、埼玉県が

実施する実地指導、市が実施する立ち入り調査等に合わせて合同で実

施する。 

 

イ 時期 

6 月～翌年１月の間に実施する。  

 

＜今年度の年間計画（予定）＞  ※月ごとの実施予定施設数 

 
6 月  7 月  8 月  9 月  10 月  11 月  12 月  1 月  2 月  計  

保育所  
（一時預かり含む）  1 1 2 1 1 1 1 

  
8 

認定こども園  
（一時預かり・預かり保育含む）   1 

     
1 

 
2 

新制度移行幼稚園  
（預かり保育含む）    

     
1 

 
1 

新制度未移行幼稚園  
（預かり保育含む）   1  1  1  １   4 

地域型保育事業  
（一時預かり・病児保育含む）    3 4 5 4 5 3 2 26 

認可外保育施設  2         2 

病児保育事業           0 

子育て援助活動支援事業  
（ファミリーサポートセンター・

緊急サポートセンター）  
         0 

計  3 3 5 6 6 6 6 6 2 43 

 

 

 



 

ウ 内容 

基準等の遵守が必要な項目のうち「 4．指導及び監査の重点事項」を

中心に指導を行う。  

 

(2) 監査 

実施要綱第 8 条に基づき、違反疑義等の確認について特に必要があると

認めるときに適切に実施する。  

 

4. 指導及び監査の重点事項  

  自主点検表の点検項目のうち、以下の点を今年度の重点項目とする。  

（1）  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所  

①虐待防止策  

定期的に虐待防止に関する研修等に参加し、その内容を職員全体で共

有している体制があるかを確認する。  

②苦情解決体制  

保護者からの苦情を受け付ける窓口を設置しているか、また、保護者

に対してその窓口を適切に周知しているかを確認する。  

③施設の情報提供（発信）  

施設が情報提供（発信）のために紙面媒体やＳＮＳ等で子どもの個人

情報を使用する場合、保護者から同意を得ているかを確認する。  

④保育士及び施設の自己評価  

保育の質向上のため、保育士及び事業所の自己評価を行い、常にその

改善を行っているかを確認する。  

  



 

 

（2）  特定子ども・子育て支援施設等  

①子どもの取扱い  

子どもの心身の状況把握に努め、差別的に取り扱っていないかを確認

する。また、日々の保育の記録として保育日誌等を作成し、適切に保管

しているかを確認する。  

②契約書等の締結  

保護者との間で、利用料が明記された契約書を取り交わしているかを

確認する。  

③利用者負担の徴収  

保護者から受け取る費用（利用者負担額）について、保護者の同意を

得た上で徴収し、支払いを受けた場合には適切に領収書等の交付を行い、

その控えを適切に保管しているかを確認する。  

④個人情報の保護  

個人情報保護に関する取扱いについて、安全管理措置を講じ、他の機

関への情報提供の際は、保護者からあらかじめ文書で同意を得ているか

を確認する。  

⑤職員に関する諸記録  

職員配置基準について、各法令に基づき、適正な配置基準がなされて

いるかを確認する。また、労働条件を明示した書類の確認や就業規則等

が整備されているかを確認する。  

⑥設備に関する諸記録  

施設・設備が、法令等の設置基準に基づき、整備されているかを確認

する。また、施設の備品等が、児童の保健衛生及び危害防止に十分配慮

され、衛生的に管理されているかを確認する。  

⑦緊急時・事故・非常災害対策  

事故の予防・再発防止のための体制、災害等が発生した場合の体制に

ついて整備を行い、適切な措置を講じているかを確認する。  

  



 

 

5. 業務管理体制の検査  

特定教育・保育施設及び地域型保育事業においては、実地指導中に子ども・

子育て支援法第 55 条第 2 項による届出のあった事項及びその運用状況につい

て検査を行う。  

 

6. 結果の公表  

 当該年度の指導及び監査の結果については、翌年度当初に、施設ごとの指摘

事項や改善状況等を市ホームページに掲載する。  


